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蘊
舎
継
舎
縄
舎

議
会
議
公
議
会

鷺
舎
轟
舎
説
舎

湯
沢
町
町
民
憲
章

ト

雪
回
湯
沢
も
す

っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
去
年
の
同
時
期
と
比
べ
て
績
雪

が
３０
セ
ン
チ
ほ
ど
多

い
の
で
、
完
全
な
雪
消
え

は
ま
だ
先
で
し
ょ
う
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
現
れ

た
土
の
上
に
は
、
かヽ
き
の
と
う
が
鮮
や
か
な
黄

緑
色
を
見
せ
て
い
ま
す
。
　
　
　
曇
　
こ
を
い

ふ
き
の
と
う
は
、
本
の
初
め
に
蕗
の
根
基
か

か
け
い

ら
生
え
出
る
花
基
で
す
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、

蕗
は
キ
ク
科
の
多
年
卓
で
、
基
が
極
端
に
短
く

て
地
上
に
は
出
ま
せ
ん
が
、
葉
は
長
さ
３０
～
４０

セ
ン
チ
に
達
し
ま
す
。
早
春
、
業
に
先
だ

っ
て
、

根
基
か
ら
花
基
、
つ
ま
り
ふ
き
の
と
，
を
生
じ
、

多
く
の
細
か
い
花
を
開
き
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「天
ぶ
ら
」
、
味
嗜
で
ん

え
た

コ
か
う
き
ん
と
味
嗜
」
な
ど
が
代
表
的
で

す
。
革
花
の
怠
吹
を
惑
じ
さ
せ
る
ほ
ろ
苦
さ
が

口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。
す
で
に
味
わ

っ
た
人

も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
ま
さ
に
春
の
味
覚
で
す

ね
。

ヽ い 、ヽ
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任
期
満
了
に
伴
う
湯
沢
町
晨
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
３
月
２９
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
、

農
地
の
利
用
関
係
の
調
整
を
行
う

町
の
執
行
機
関
で
、
合
計
１８
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１５

人
は
皮
業

を
営

む
人

の
選
挙

に

よ

っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

立
候
補
者

が
定
員

を
超

え
な

か

っ
た
た
め
、
無
投
票
で
次
の
１５

名
の
方

々
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

南
要
　
　
賢

（土
構
）

南
要
　
英
二

（原
新
田
）

田
村
　
清

一
（十
里
）

樋

ロ
　
エ
毅

（下
熊
野
）

角
谷
　
春
夫

（平
沢
）

高
井
　
茂
男

（松
川
）

官
澤
　
英

一
今
一居
）

高
精
　
茂
善

（上
十
）

樋
ロ
　
エ
俊

（
八
木
沢
）

南
要
　
式
夫

（谷
後
）

南
要
　
　
式

（小
坂
）

笞
田
　
禎
宏

（芝
原
）

井
熊
　
光
雄

（幅
下
）

中
村
　
　
工

（幅
下
）

高
橋
　
式
彦

（せ
野
二
）

任
期
は
、
平
成

１３
年

３
月
３十
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

な
お
、
議
会
が
推
薦
す
る
学
識

経
験
者
２
名
と
農
業
協
同
組
合
が

戸
沖
童
昭
所
長
の
後
任
の
井
上

陽
介
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《井
上
先
生
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
》

昭
和
４４
年
十
月
１５
日
生
ま
れ

大
阪
府
出
身

・
３２
歳

妻
と
長
男
の
３
人
家
族

診
療
科
目
は
、
内
科
、
小
児
科

●
略
歴

平
成
５
年
３
月

京
都
大
学
医
学
部
卒
業

平
成
７
年
５
月

触
地
域
医
療
振
興
協
会

・
石

固
第

一
病
院
勤
務

平
成
Ю
年
４
月

岐
阜
県
春
日
村
診
療
所
長

平
成
１２
年
４
月

白
治
医
科
大
学
総
合
診
療
部

勤
務

《
先
生
か
ら
皆
さ
ん
に
一
言
》

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
十
日
か

ら
診
療
所
長
と
な
り
ま
し
た
井

推
薦
す
る
組
合
理
事
―
名
に
は
、

次
の
方
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
会
推
薦

高
野
　
栄
司

（十
子
）

長
谷
川
昭
次

（楽
町
）

◆
湯
沢
町
晨
業
協
同
組
合
推
薦

牛
木
　
篤
貴

（添
名
）

上
陽
介
と
い
い
ま
す
。
大
学
を

卒
業
し
て
か
ら
地
域
の
第

一
線

の
医
療
機
関
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う

に

い
ろ

い
ろ
な
と
こ

ろ
で
勉

強

し

て
き

ま
し
た

が
、

こ
の
度
ご
縁
が
あ

っ
て
、
湯
沢

町
国
保
診
療
所
に
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、

ま
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

病
院
開
院
準
備
室
を
設
置

２
月
十
日
か
ら
非
常
勤
で
勤
務

し
て
い
る
山
田
医
師

（触
地
域
医

療
振
興
協
会
よ
り
派
壇
）
を
チ
ー

フ
に
、
開
院
の
準
備
や
病
院
の
愛

称
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

な
お
、
占
田
医
師
は
、
井
上
所
長

と
と
も
に
診
療
も
担
当
し
ま
す
。

(141lii,)

〉

国
保
診
療
所
長
に
丼
上
先
生

障
害
の
あ
る
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
積
極
的
に

社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
で
は
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
精
神
障
害
者
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

【利
用
で
き
る
方
】

町
内
に
住
所
が
あ
る
身
体
障
害
者

（１
級
～
３
級
）
の

方
、
知
的
障
害
者
の
方
ま
た
は
精
神
障
害
者
の
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

【申
請

。
利
用
方
法
】

①
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
参
し
て
、
福
祉
保
健
課
で
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、
年
間
分
と
し
て
３６
枚

（１
ケ
月

当
た
り
３
枚
）
ガ
交
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
ガ
遅
れ
る
と

交
付
さ
れ
る
枚
数
も
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
利
用
の
際
は
、
タ
ク
シ
ー
を
降
り
る
と
き
に
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
提
示
し
、
利
用
券
１
枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
内
の
全
て
の
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
１
回

の
乗
車
で
１
枚
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
利
用
１
回
に
つ
き
、
中
型

・
小
型
タ
ク
シ
ー
と
も
基
本

料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

（基
本
料
金
を
超
え
た
分

は
自
己
負
担
。
）

【受
付
場
所

・
間
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
福
祉
係

砒
８４

・
４
５
６
０

①
平
成
１３
年
３
月
３‐
日
ま
で
の
利
用
券
は
、
４
月
以
降
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

新たに精神障害者の有も打象に!福祉字クシー利用券
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ご
自
分
で
自
動
車
を
運
転
で
き

な
い
身
体
障
害
者
の
方
の
社
会
が

加
の
た
め
に
身
体
障
害
者
用
白
動

車
の
購
入
や
自
動
車
の
改
造
の
た

め
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【対
象
世
帯
】

身
体
障
害
者
手
帳
―
、
２
級
を

持
ち
、
か
つ
白
ら
自
動
車
を
運

転

で
き
な

い
卓

椅

子

利
用
者

が

い
る
世
帯
。

（所
得
制
限

あ
り
。
世

帯

に
そ

の
限
度

額

を

超

え
る
方

が

い
る
場

合
は
対
象
外
。
）

【対
象
経
費
】

①
身
体
障
害
者

本

夫
ま

た
は
家
族

の
方

が
所

有

す

る
自

動
車

の
移

乗
装

置

の
改
造

に
か

か
る
経
費
。

②

移
乗
装
置

を
備

え
た

自

動
車

の
購

入

に
か

か
る
経
費
。

（た
だ
し
、

同
種
の
標
準
型
車
両
購
入
費
と

の
差
額
分
の
み
。
）

【
助
成
額
】

経
費

の
３
分

の
２
で
、
４０
万
円

を
限
度

と
し
ま
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
福
社
係

ＴＥＬ

８４

・

４

５

６

０

温
泉

に
入

っ
た
り
、

昼
寝

を
し
た
り
、
ゆ

っ

く
り
と
過
ご
せ
る
福
社

セ
ン
ダ
ー
。
一肩
こ
り
を

ほ
ぐ
す
ジ

ェ
ッ
ト
付
き

温
泉
浴
宣
、
高
電
圧
健

康
器
具

ヘ
ル
ス
ト

ロ
ン
、

１０
日
間
記
録
が
と
れ
る

自
動
血
圧
計
な
ど
の
設

備
も
整

っ
て
い
ま
す
。

「福
社
セ
ン
ダ
ー
送
迎

バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
て

い
ま
す

の
で
、
気
基

に

乗

車

し

て
福

社

セ

ン

ダ
ー
を
利
用
し
ま
し

ょ

うヽノ。【利
用
で
き
る
方
】

町
内

に
住
む
６０
歳
以

上
の
方
及
び
身
体

に

障
害

の
あ
る
方
や
そ

の
団
体

※
福
祉

セ
ン
タ
ー
及

び
送
迎

バ

ス
の
利

用

は
、
老

人

ク

ラ

ブ

の
会
員

で
な
く

て
も
利

用

で
き
ま

す
。

【利
用
時
間
】

平
日
…
午
前
９
時
～

午
後
４
時

土
曜
日
…
午
前
９
時

～

工
午

（第
２

●
第
４
土
曜
日
を
除

く
。
）

身
体
障
害
者
用
自
動
車
の
購
入
助
成
を
開
始

副明踊だとと上ィ廊″́ンタ“

.T更刊 ;河こユ基迎 ′ スヽ を 運 従]〔

※
規
日
等
で
体
館

の
と
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ

い
。

【
施
設
内
容
】

２
階
…
男
女

一
般
浴
宣

。

食
堂

３
階
…
多
目
的
宣

【利
用
方
法
】

福
社
セ
ン
ダ
ー
ー
階
の
事

務
室
で
受
け
付
け
を
し
て

く
だ
さ

い
。
ま
た
、
団
体
で

の
利
用
、
多
目
的
室

の
利

用
は
、
あ
ら
か
じ

め
社
会

福
祉
協
議
会

（ＴＥＬ
８４
・
４
１

１
１
）
へ
お
申
し
込
み
く

だ
ヽ
ヽ
い
。

母
子
、
父
子
家
庭
ま
た
は
両
親
ガ
い
な

い
児
童
こ
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
て
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

【助
成
期
間
】

児
童
ガ
ー８
歳
に
達
し
て
最
初
の
３
月
３‐

日
を
迎
え
る
ま
で

（法
令
に
定
め
る

一

定
の
障
害
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
２０
歳

に
達
す
る
ま
で
）

【助
成
内
容
】

自
己
員
担
額
ガ
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

外
来
…
１
固
当
た
り
５
３
０
円

（５
回

目
以
降
は
０
円
）

入
院
…
１
日
に
つ
き
１
，
２
０
０
円

【申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
健
康
保
険
証
②
印
鑑
③
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し
④
全
部
事
項
証
明
書

（戸
籍
謄
本
）

【申
請

・
間
い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課
福
祉
係

花

８４

・
４

５

６

０

ひとり黒見家庭警に医療雷醐威

火 曜日 1水曜日

三国 。三俣方面から 旭原方面から 土樽方面から

出光スタンド前

浅貝保育所前

苗場入ロバス停

9:40

旭原バス停 9:50
土樺開発センター 9:45

二居本陣前 9:50 松川生活改善センター 9:50
中里駅角 (十字路)

土樺郵便局前
9:55

三俣池田屋前

三俣地区館
10:00 谷後バス停 10:00

萩野屋酒店前

添名高速道路下
10:00

八木沢富沢たばこや前 10:05
滝ノ又バス停

小坂金山ロッジ前
10:05 湯沢高校入口 10 1 05

原公民館前 10: 10
原新田住宅入口

南静園前
10:10

芝原上 (国道入口) 10:15 福祉センター 10, 15

七谷切上 (国道入口) 10:20

※旭原、土樽方面からのバスは、水曜日になりました。

※詳しい時刻表は、福祉センターにあります。

福祉センター 10:20
戸沢 (国道入口)

田中 (国道入口)
10:25

福祉センター 10 : 30
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〉

今
年
か
ら
【
劇
『
保
個
所
ｄ
り

刈
剣

倒

例

劇

切

引

切

句

家
の

日
に
注
射
が
党
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、
直
接
獣
医
師
の
と
こ
ろ
で
覧

け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ

い
。

【
費
用
】

①
す
で
に
登
録
済
み
の
場
合

３
，
Ｉ
０
０
円

命
江
射
費
用
）

■
飼

い
三
に
送
付
さ
れ
る
申
請
書

（郵
便
は
が
き
）
の
記
載
事
項
を

確
誕
の
う
え
、
押
印
し
て
当
日

持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
泉

面
の
間
診
も
恙
れ
ず
に
記
入
し

て
く
だ

さ

い
。

②
新
た
に
飼

っ
た
場
合

６
，
Ｉ
０
０
円

（登
録

手
数
料

３
，
０
０
０

円
を
含
む
。
）

■
守
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
大
ヽ
い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

住
民
課
環
境
公
害
係

ＴＥＬ

８４

・

３

４

５

３

※
会
場

へ
は
、
人
を
制

御
で
き
る
方
が
連
れ

て
き

て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
人
を
他

人

に

譲

っ
た
り
、
元
亡
し

た
場
合
も
届
出
が
猶

妥
で
す
。

予
防
基
紺
や
し，
つ
け
、

糞
の
片
付
け
は
ヽ

飼
い
〓
の
義
務
で
す

及
し
飼

い
は
絶
対

に

し
な

い
こ
と
。
飼

い
三

の
制

上

に
従
う
よ
う
、

し

っ
け
や
訓
練
を
徹
底

し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、

散
歩
中

の
人

の
葉
は
き

ち
ん
と
始
末
し
ま
し

ょ

う
。
そ
れ
が
で
き
な

い

人
に
人
を
飼
う
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇ ◇ 等◇奪 拳 拳 鰺 拳 攀拳 等 攀

月日 会場 時間

5
月
7
日

月

宮林公民館 9:10 -  9:50

高野栄司様宅駐車場 10:10 - 10:40

神立小学校 11 100 - 11:10

角谷 元様宅駐車場 11 :30 - 11:40

湯沢町公民館浅貝分館 13:30 - 13:50

二居集会所 14:10 - 14:20

三俣小学校 14:40 - 15:00

5
月
8
日

火

土樽集落開発センター 9:30 -  9:40

松川生活改善センター 10 :00 - 10:10

中里開発センター 10:30 - 11:00

滝ノ又会館 11 :20 - 11:40

湯沢町公民館 13:10 - 14:20

ロープウエ上事業所 14:30 - 15:00

◇
攀
金
◇
韓
鬱
銭
霧
等
譲
拳
等
◇
尋
鬱
攀
拳
等
◇
紗
攀
韓
幹
鰺
拳
熱
拳
拳
攀
◇
◇
◇
◇
傘
◇
◇
筆

～
魚
沼
消
防
署
～

眸 ◇ ◇ ◇ 韓

先
日
、
名
古
屋
で
古
く
な
つ
た
消
火
器
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
容
器
が
圧
力

轄

に
耐
え
切
れ
ず
腐
食
し
た
底
部
か
ら
破
裂
し
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
消
火
器
は
次
の
点
に
注
意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
容
器
が
腐
食
し
た

消
火
器
は
使
用
し

な
い
。

②
古
く
な
っ
た
消
火

器
は
、
購
入
し
た

販
売
店
に
相
談
す

る
。

③
消
火
器
を
ご
み
捨

て
場
に
捨
て
な
い
。

④
新
し
い
消
火
器
で

も
設
置
場
所
の
環

境
に
よ
っ
て
は
腐

食
が
早
く
進
む
こ

と
が
あ
る
の
で
、

時
マ
確
認
す
る
。

⑤
定
期
的
に
専
門
業

者
の
点
検
を
受
け

る
。

な
お
、
消
火
器
の
こ

湘
輿
盤
⑭
慮
穣
毯

あばた状の腐食 溶接部とその周辺の腐食

使用に耐えない鋭いキズ サビを落しても腐食の残るもの

拳 等 韓 鬱 幹 等 ◇ 等 ◇ 傘 ◇ 拳 拳 寺 学 静 韓 ◇ ◇ ◇ ◆ 等 拳 ◇ 学 等 ◆ 拳 鬱 ◆ 等 ◇ 等

層状はく離の腐食

使用に耐えない変形

碇吏オ郵詢監
諫Ｍ
蝶

鮎満瀞隧歌ヂ隣静。錦

剃剛分．劉３３０　　欝

Ｌ８４
・３３７７　　攀

拳

譲

◇

◇

拳

◇

鬱

譲

拳

等

鰺

韓

(4)

本体害器 下のような腐食のあるものは強度上危険ですから廃棄してください。
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土地をお探しの方、お電話ください。個人でも法人でも
購入できます。

財務省新潟財務事務所 統括国有財産管理宮
TEL 025・-229・-2631  内熟泉50・ 51

●湯沢町に七こんな物件が 一
(すでに売却されている場合もあります。)

所在地 用途地域 面積 (・f)

大字三国字ドフドフメキ 155 その他 603. 84

大字三国字西裏 91-6外 1 指定なし 124. 07

大字三国字関口53-3外 2 指定なし 952. 40

大字三国字石グネ 43牛 1外 1 指定なし 1, 043. 69

大字上樽字下中子 164-4 その他 302. 73

大字土樽字前田 56牛 1 指定なし 878. 36

大字湯沢字七水日 1928-1外 その他 475, 00

螂
◆◆
簿H轟彗隷

ト

例えば一般競争入札物件では、

入札で購入者を決定します。

↓

U

0 0 クク

ク
/

一般競争入札物件の購入手続き

呻弾中…②争 ● 4↑
「
●⑥ ―⑤生…④

入
札
日
の
約
２０
日
前
に
「国
有
財
産
売
却
公
示
奎
屋

に
よ
り
公
示
さ
れ
る
ほ

か
、
新
聞
広
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
入
札
（立
会
い
に
よ
る
入
札
）
　
　
　
期
間
入
札

（郵
送
に
よ
る
入
札
）

指
定
の
日
時
、
場
所
で
入
札
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
入
札
参

加
申
込
書
を
提
出
し
、
入
札
保
証
金

（購
入
し
よ
う
と
す
る
金
額
の
５
％

以
上
）
を
納
め
ま
す
。

指
定
の
期
間
内
（概
ね
１０
日
間
）
に
入

札
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、参
加
希

望
者
は
入
札
保
証
金
（購
入
し
よ
う
と

す
る
金
額
の
５
％
以
上
）を
指
定
金
融

機
関
に
振
り
込
み
の
上
、
入
札
書
に

入
札
金
額
俗
甲
含
）よ
う
と
す
る
金
額
）

を
記
載
し
郵
送
又
は
持
参
し
ま
す
。

入
札
締
切
後
、
入
札
者
の
前

で
開
札
し
、
落
札
者
が
決
ま

り
ま
す
。

指
定
の
日
時
、
場
所
で
開
札

を
行
い
ま
す
。
入
札
者
の
立

会
い
は
自
由
で
す
。
入
札
者

に
は
結
果
を
文
書
で
通
知
し

ま
す
。

落
札
決
定
の
日
か
ら
原
則
１０
日
以
内
に
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

契
約
締
結
時
に
全
額
支
払
う
か
、
契
約
保
証
金
（代
金
の

一
割
以
上
）を
納
付
し

２０
日
以
内
に
全
額
を
支
払
い
ま
す
。

国
が
所
有
権
の
移
転
登
記
を
行
い
、
登
記
済
証
書
を
交
付
。

諸
費
用
は
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
登
記
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（注
と
般
競
争
入
札
は
、
期
日
入
札
に
よ
る
場
合
と
、
期
間
入
札
に
よ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
方
法
で
行
わ
れ
る
か
は
、
入
札
を
実
施
す
る
財
務
局
等
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

枷

入
札
の
公
示

入

―
し
士
↑

関
札

・
落
札
者
の
決
定

切
大
　
約

購
入
代
金
の
支
払
い

所
有
権
の
移
転
登
記

入
　

札

開
札

・
落
札
者
の
決
定

(5)



動Elき T4日,X向

こ
の
春
、
進
学
す
る
方
あ
る

い
は
社
会
人
と
な
る
方
、
そ
れ

ぞ
れ
新
た
な
生
活
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
と
思
い
ま
す
が
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
保
険
証
の

確
認
で
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の
内
容

に
下
表
に
掲
げ
る
異
動
が
生

じ
た
と
き
は
、
１４
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

【届
出
先
】

住
民
課
国
保
年
金
係

砒
８４

・
３
４
５
３

に

必
『

(‐ )

ヽ

L

届出が必要な事項 必要なもの

卒
業

入
学

就
職
し
た
と
き

遠隔地の学校 (大学など)に入学し、学生となっ

たとき (→〇 該当の届出)

在学証明書・転出先住所 。国保保険証・印鑑

※在学証明書が間に合わない場合は、合格通知

書など入学を確認できる書類を持参し、後日在

学証明書を提出してください。

学校を卒業し、就職して社会保険などに加入し

たとき (→国民健康保険喪失の届出)
社会保険証 。国保保険証 。印鑑

〇 保険証の交付を受けている方が就職し、社

会保険などに加入したとき (→○ 非該当の届

出と国民健康保険喪失の届出)
○ 保険証・社会保険証かその写し

。印鑑

〇 保険証の交付を受けている方が卒業し、引

き続き国民健康保険に加入するとき (→〇 非

該当の届出)
○ 保険証

。国保保険証・印鑑・転入届

国
保
イこ
入
る
と
き

他の市区町村から湯沢町に転入してきたとき
印鑑 。前住所地の市区町村の転出証明書。国保

の世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険をやめたとき
印鑑・職場の健康保険をやめた証明書。国保の

世帯に入る場合は、その世帯の保険証

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印鑑・被扶養者をはずれた理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑 。国保保険証・母子手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑・保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 印鑑 。国保保険証

職場の健康保険に入つたとき
印鑑 。国保保険証 。職場の健康保険証

職場の健康保険の被扶養者にとなったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑・国保保険証

生活保護を受けるようになつたとき 印鑑 。国保保険証・保護開始決定通知書

そ
の

他

退職者医療制度の対象になつたとき 印鑑 。国保保険証 。年金証書

湯沢町内で住所が変わったとき

印鑑 。日保保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

国保保険証をなくしたとき(または汚れて使え

なくなつたとき)

印鑑 。本人であることを証明できるもの 。(使

えなくなった国保保険証)

(6)



¬

雷

中
国
保
・が
助
成
し

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
ガ
ん
な
ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
症

状
の
無
い
ま
ま
身
体
の
中
で
静
か
に
進
行
し
ま
す
。
早
期

発
見
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
人
間
ド
リ
ク
を
受
け
ま
し
よ
う
。

生
活
遭
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

霜

象
者
】

昭
和
７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
３７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
湯
沢
町
に
住
所
を
有
し
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
期
間
ガ
通
算
し
て
１
年
以
上
の
人

【助
成
額
】

１
件
当
た
り
２
７
，
８
０
０
円

【申
込
方
法
〕

対
象
と
な
る
国
保
加
入
者
の
方
に
は
、
郵
便
は
ガ
き
で

連
絡
し
ま
す
の
で
、
∃
ａ
国
が
割
日
凶
到
朝
『
劉
詞
凩

匂

日

司

謝

倒

潮

翔
劇
し
て
く
だ
さ
い
。

【申
込
期
限
】

４
月
１３
日

（金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

【申
込

・
間
い
合
わ
せ
】

住
民
課
国
保
年
金
係

租
８４

・
３
４
５
３

／
ォ
＼

退職者医療制度

●医療機関で支払う一部負担金

※診療を受けるときは、国民健康保険退職被保険

者証を医療機関の窓口に提示してください。

※入院時の食事代の標準負担額と薬剤費は、別途

負担していただくことになります。

●特例医療費

退職被保険者の資格が発生してから国保に

届け出をする間に医療機関にかかり、一部

負担金 (3割 )を支払ったとき、退職被保険者

の一部負担金 (2割)と の差額が申請により

払い戻される制度です。

0資格ができるのは ?届出は ?

年金受給権が発生した日から適用となりま

す。

年金証書を受け取って 14日 以内に、世帯主

の方は所定の届書に年金証書を添えて、住

民課の窓口に届け出てください。

長
い
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
退
職
し
て

□
保
に
加
入
し
た
人
は
、
７０
歳
に
な

っ
て
老

人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の
間
、
「
退

職
者
医
療
制
度
」
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
加
入
す
る
の
は
、
次
の
方
で

す
。
①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

③
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
其
済
組
合
の
年
金

を
受
け
て
い
る
人
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
制

度
の
加
入
期
間
ガ
２０
年
以
上
、
も
し
く
は

４０
歳
以
後
の
期
間
ガ
ー０
年
以
上
あ
る
人

④
退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
本
人
の
配
偶

者
と
被
扶
養
者

ヽ`

I

間

風

通院・入院とも2割

[藤朔 閥

通院 3割 /入院2割

(7)



H 湯沢町職員異動 (平成協年4月 1日付)
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<課長級> 新 所 属 旧 所 属

井 熊 正 行

田 村  実

山 本 茂 正 清津川ダム対策室 室長兼庶務係長事務取扱

建設課 参事兼管理係長事務取扱
ロープウエー事業所 参事

ロープウエー事業所 参事兼総務係長
事務取扱

水道課 参事
ロープウエー事業所 参事兼索道第一
係長事務取扱

<課長輔佐級> 新 所 属 旧 所 属

坂 西 静 夫

高 橋 政 弘

青 山  薫
井 熊 孝 之

半 沢 誠 治

阿 部  勝

高 村 健 市

玉 田  勇
高 井 善 江

南 雲  仁
南 雲 順 二

総務課 課長補佐兼財政係長事務取扱
管財課 課長補佐兼施設管理係長事務取扱
社会教育課 課長補佐兼社会教育係長事務取扱
税務課 副参事兼徴収係長事務取扱
監査委員書記兼議会事務局次長

ロープウエー事業所 副参事兼索道第二係長事務取扱

建設課 副参事兼建設係長事務取扱
水道課 副参事兼業務係長事務取扱
出納室 副参事
学校教育課 副参事兼学校教育係長事務取扱
社会教育課 副参事兼文化財係長事務取扱

監査委員書記兼議会事務局次長

管財課 副参事兼管財第2係長事務取扱
建設課 課長補佐兼管理係長事務取扱
税務課 副参事
総務課 副参事兼財政係長事務取扱
ロープウエー事業所 副参事兼策道第
二係長事務取扱

建設課 建設係長
水道課 業務係長
出納室 水納係主任
学校教育課 学校教育係長
社会教育課 文化財係長

<係長級> 新 所 属 旧 所 属

岸 野  弘
南 雲 敏 夫

渡 辺 正 治

佐 藤 清 美

小 野 塚 友 子

高 橋 章 一

管財課 管財係長
建設課 用地係長
ロープウエー事業所 索道第二係長
産業観光課 商工観光係長
ロープウエー事業所 総務係長
ロープウエー事業所 索道第一係長

産業観光課 商工観光係長
税務課 徴収係長
Iロープウエー事業所 索道第二係長
税務課 徴収係主任
ロープウエー事業所 主任
ロープウエー事業所 主任

<主任級> 新 所 属 旧 所 属

森 下 政 史

南 雲 ミチ 代

林  建 司
高 橋  功
高 井 フ ミ

半 沢 祥 治

牛 本 文 雄

総務課 企画振興係主任
住民課 国保年金係主任
産業観光課 農林振興係主任
水道課 業務係主任
清津川ダム対策室 庶務係主任
建設課 用地係主任
ロープウエー事業所 アルプの里係主任

福祉保健課 介護保険係主任
住民課 住民係主任
建設課 用地係主任
総務課 庶務係主任
出納室 出納係主任
建設課

ロープウエー事業所

<一般職員> 新 所 属 旧 所 属

田 村 洋 子

南 雲 重 幸

酒 井 真 紀 子

武 見 貞 雄

岸 野 浩 二

腰 越 真 弓

野 口 純 一

柏 倉  隆
河 原 田 衛

総務課

総務課

出納室

学校教育課 (湯沢中学校)

税務課

住民課

建設課

水道課

社会教育課

産業観光課

社会教育課

総務課

学校教育課 (神立小学校 )

(新採用)

(新採用)

(新採用)

(新採用)

(新採用)

と
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<保育士> 新 所 属 旧 所 属

小 幡 裕 子

南 雲 フ イ 子

田村 真 理 子

半 澤 美 智 子

樋 口す え子

高、橋 節 子

山 田 信 江

角 谷 美 代 子

南 雲 智 子

高 橋 さ え子

青 木  歩
田 村 淳 子

副参事兼所長事務取扱

所長

所長

所長

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

土樽保育所

浅貝保育所

中央保育所

湯沢保育所

中央保育所

浅貝保育所

中央保育所

中央保育所

中央保育所

土樽保育所

神立保育所

中央保育所

浅貝保育所 所長
中央保

湯沢保

土樽保

浅貝保

中央保

湯沢保

中央保

神立保

中央保育所

中央保育所

(新採用)

士

士

士

育

育

育

保

保

保

長

長

長

任

任

任

所

所

所

主

主

主

所

所

所

所

所

所

所

所

育

育

育

育

育

育

育

育

平成 13年 3月 31日付退職
氏 名 旧 所 属 氏  名 旧 所 属

昭

威

次

男

忠

良

重

　

重

一
恒

貞

神

川

雲

沢

雲

橋

一戸

石

南

富

南

高

国保診療所 所長
国保診療所 医師
清津川ダム対策室 室長
建設課 参事
管財課 課長補佐
社会教育課 課長補佐

南 雲 美 代 子

剣 持 紀 江 子

樹

男

庸

薫

正

和

倉

谷

橋

川

柏

角

高

荒

住民課 主任
清津川ダム対策室

総務課

水道課

学校教育課

学校教育課

主任

爛  教職員異動
校名

転  入 転  出
職名 氏名 前任校 氏名 新任校 職名

三国小
教 諭

講 師

富 士 野 幸 子

上 田 隆 広
塩沢町 塩沢小学校
(講師採用)

佐 藤 了 子 小出町 伊米ヶ崎小学校 教 諭

三俣小 校 長 平 野 正 史 新潟市 新潟養護学校 山 本 清 四 郎 上越市 桑取小学校 校 長

イ申昼ヱ′lヽ

教 頭

教 諭

養 教

上 村   勝
磯 野 正 人

前 田 史 子

新井市 長沢小学校
(新採用)

(新採用)

鈴 木 博 史

鳥 屋 英 理 子

大 平 弥 生

津南町 芦ケ崎小学校
村上市 村上南小学校
塩沢町 第一上田小学校

教頭

教諭

養 教

土樽小

教 頭

教 諭

教 諭

教 諭

主 任

細 金 文 子

長 谷 川 幸 一

小 松 健 二

熊 倉 真 理 子

中 嶋 祐 子

川西町

長岡市

中条町

(新採用)

塩沢町

千手小学校

新町小学校

中条小学校

塩沢中学校

田 邊 康 夫

宮 沢 二 郎

松 本 純 一

齋 木 美 代

加茂市

栃尾市

三条市

六 日町

加茂南小学校

栃尾東小学校

月ヶ丘養護学校

西五十沢小学校

教 頭

教 諭

教 諭

主 任

湯沢小

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

講 師

青 柳 康 仁

高 野 弘 美

高 橋 裕 代

鈴 木 謙 介

布 村 洋 子

長岡市 千手小学校
村上市 村上南小学校
(新採用)

(新採用)

(講師採用)

神 林 治 男

本 田 正 俊
近 藤 奈 佳 子

岩 崎 保 之

内郷小学校

上川西小学校

大淵小学校

五十嵐小学校

西山町

長岡市

新潟市

新潟市

教 諭

教 諭

教 諭

教諭

湯沢中

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

湯 澤 昭 一

山 口 俊 介

土 田 涼 子
出 口 吉 朗

十日町市 水沢中学校
栃尾市 刈谷田中学校
(新採用)

(新採用)

高 橋 小 百 合

大 畑 水 音

廣 瀬 正 宏

大和町 大和中学校
長岡市 青葉台中学校
(退職 )

教諭

教諭

〈 よ
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>11:30～
回働Bブレゼント 1,・ D個

緑花パネん層・盆織晨

緑花旧談・緑の PRコーナー

押し花作品層と値酸コーナー

花・苗木販売

地鶏百日、野驚、果物販売

日曜六工旧談コーナー (無糾 )

傲含コーナー (有糾)
。生ビール、ジュース

・焼き鳥、焼きそば
。ポップコーン、綿あめ

・駅弁、かき氷

お茶

レ 11:00～ 11:30

オーブニングセレモニー

湯沢中学校吹奏楽部演奏

4胃 t Ⅲ11:m ～
ヽ

このほかにも多くの催し物を
用

意して、皆さんのぉぃ
でを

ちしています。

りつで
―

砂
レ 12:00～

ワ″ミリー寄せ鱚え執皇

参力日費 1,500円、先着 郷 組

レ 13:00～ /15:00～

六遣芸人のショー

>13:30～

魚つかみとり (無料)

レ 15:00～

紅山樹ブレゼント (200本 )

紫 ***詣 *******指 **キ 詣 *紫 キ **紫 ******キ *

癬
訂

>14:00～

罵観
翻 鬱 卜
先督8∞名藤趣ミ
スロ子から,ヒ節を

ブレゼント

3月 の建設工事等入札結果 (落札額 500万円以上)
番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

下第201号 汚水枝線新設 (その22) 14, 280, 000 仰豊田屋建設

下第202号 汚水枝線新設 (その23) 8, 715, 000 l湘徳秀

下第203号 汚水枝線新設 (その塾 ) 9, 240, 000 日東大都工業脚新潟営業所

下第204号 汚水枝線新設 (その25) 14, 070, 000 l有)貝瀬建設

下第205号 汚水枝線新設 (その26) 17, 745, 000 l有)両山建設

下第期 号 汚水枝線新設 (その27) 15, 750, 000 仰山井建設

下第207号 汚水枝線新設 (その囲 ) 14, 805, 000 脚文明屋

下第208号 汚水枝線新設 (その29) 15, 540i 000 伽中島工務所

下第209号 汚水枝線新設 (その30) 161 590, 000 森下企業脚

下第210号 汚水枝線新設 (その31) 17, 010, 000 脚林組

下第211号 汚水枝線新設 (その32) 11, 445, 000 l有)湯沢重機建設

下第212号 汚水枝線新設 (その33) 10, 290, 000 脚森下組

下第221号 中里マンホールポンプ施設 17, 955, 000 呈工業脚長岡支店

下第222号 岩原マンホールポンプ施設 48, 900, 000 〃

下第223号 中里マンホールポンプ圧送管布設 5, 775, 000 仰鋼水施設整備

下第231号 路面本復旧 (その5) 10, 485, 000 日東大都工業仰新潟営業所

(10)



使用料   | 照明料

テニスコート 1面 800円 600円

野球場 3, 000円 4, 200円

陸
上
競
技
場

全面 3, 000円

000円

2,000円

800円
照明設備なし

1日 300円

800円

800円

500

トラツク

フイールド

サプグラウンド

個人での使用

少年野球場

運動広場

ゲートボール場

使用料 照明料、冷暖房

ア
リ
ー
ナ

全面

(照明 1灯付き)
4, 000円

1灯増につき 800円
冷暖房 2,000円

半面

(照明 1灯付き)
2, 000円

1灯増につき 800円
スポツトライト 800円

ステージ 1, 000円 800円

卓球・柔剣道場 1, 000円

小ホール 1, 000円 冷暖房 500円
会議室 1 1, 000円 冷暖房 500円

研修室 1。 2、 会議室 2、

和室、楽屋、選手控室
500 円 冷暖房 500円

発券 一般  :中学生以下

１
回
券

屋内・屋外プール券 7・ 20～ 8・ 34 1, 500円 800円

屋内プール券 上記以外の営業期間 900円 :  500円
ナイター券 17:00-20:30 500円 300円

使用料 (中央公園とカルチャーセンターは 1時間当たり)

Q:Ⅲ

４
月
１
日
か
ら
左
表

の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
表

に
掲
げ

る
ほ
か
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
①
ア
リ
ー
ナ
・小

ホ
ー
ル
・柔
剣
道
場
の
部
分
使
用
②
ト

レ
ー
エ
ン
グ
室
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
の

個
人
使
用
、
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
の
定
期

券
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
す

【問
い
合
わ
せ
】

帥
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

砒
Ｍ
・
１
５
１
１

恒性トライパーの皆さん

挑戦してみませんか ?

女性ドライバーを対象とした安全運転競技大会

ガ開催されます。ぜひ挑戦してみてください。

【日時】

6月 10日 (日 )年後 1時～

【会場】

六日町自動車学校     ム

【内容】

自動車学校のコースを利用した運転競技

【その他】

普通草、軽自動車どちらでも、ご自分の運転し

やすい車で参加してください。 (ただし、採点

基準は異なります。)

【申込】

4月 30日 (月)までに南魚沼郡交通安全協会

●●

● ●

交通センターヘ。

T[L73--6524

第6回交通害全憾語aンクーん
作品募集

小。中学生、高校生の皆さんもぜひ応募してください。

【課題】

交通安全を呼びかけるもので、子ども向け、高齢者

向け、運転者向けのどれでも可

【応募資格】            ' (
南魚沼郡内に居住している方

【応募規定】

未発表の作品に限る。作品には住所、氏名、職業・年

齢または学校名・学年を記入して二くださしヽ。

【作品の取扱い】

応募作品は返却しません。入賞作品の著作権は、南

魚各田」及び南魚交通安全協会に属します。応募作品

は、県交通安全協会が企画する標語募集に応募させ

ていただく場合力`あります。

【表彰】

入賞者 12名に表彰状と記念品を差し上げます。

【提出・間い合イ)せ】
4月 20日 (金)までに役場住民課環境公害係へ。

T[と 84-3453

●●

●●

⊂
｀
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シ
ル
バ
ー
温
水
健
康
体
操
教
室

参
加
者
募
集

膝
・腰
に
痛
み
が
あ
る
方
、
筋
カ

仏
下
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

で
も
、
浮
力
で
体
童
が
１０
分
の
―

に
な
る
た
め
、
負
担
な
く
運
動
が

で
き
ま
す
。
泳
い
だ
り
、
顔
を
水
に

つ
け

る

こ
と
は
な
く
、
ゆ

っ
く
り

と
し
た
テ
ン
ポ
で
歩

く

こ
と
が
十

越
で
す
。
水
温
も
３０
度

と
温
か
く
、

水

の
中
で
も
安

趙
な
魔
法

の
キ
嬢

を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
参

加
し
た
方

々
か
ら

は
大
変
好
評
を

い
た
だ

い
て

い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ

い
。

【
対
象
】

６５
歳

以
上

の
方

【
日
程

・
グ
ラ
ス
及
び
定
員
】

５
月
１４
日
か
ら
１０
月

ま
で

の
月

曜

日
午
前
中

（１５
回

コ
ー
ス
）

◆
ゆ

っ
く
リ

グ
ラ
ス
５０
名

（血
圧
や
趙
臓

な
ど
の
状
態

が
不

安
定

の
方
、
脳
卒
ヤ
後
逮
症

の

方
、
８０
歳

以
上

の
方

な
ど
）

◆
し

っ
か
リ

ク
ラ
ス
５０
名

【
会
場
】

レ
ジ

ャ
ー
。フ
ー
ル
オ
ー

ロ
ラ

ｏ

カ

ル

チ

ャ
ー

セ

ン
ダ

ー

【参
加
黄
】

５
　
０

０

０
円

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

４
月
２０
日
（金
）
ま
で
に
保
健
セ

ン
タ
ー
（砒
８４
・
３
１
４
９
）
へ
。

※
申
込

の
際
に
送
迎

バ
ス
、
貸
水

者

の
利
用
の
有
無
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ

い
。

※
保
健
婦
、
看
護
婦
が

一
緒
に
参

加
し
ま
す
が
、
趙
臓

の
具
合
が

患

い
方
等
は
、
工ヽ
治
医
の
許
可

を
得
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

雪
で
枝
折
れ
な
ど
被
害
を
覚
け

た
桜
を
剪
定
し
ま
し
た
。
つ
ば
み

が
た
く
さ
ん
付

い
た
枝
を
暖
か

い

部
屋
で
水
に
さ
し
て
お
け
ば
、
一

足
早
く
桜
を
楽
し
め
ま
す
。
ご
希

望
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】

４
月
９
日

（月
）

午
後
―
時
３０
分
～

【
会
場
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー

D
ウ

υ
●

【聞
い
合
わ
せ
】

ｍ
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

ＴＥＬ

８４

・

‐

５

１

１

※
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ

い
。

５
月
１２
日
の
看
護

の
日
を
記
念

し
て
、
催
し
物
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】

５
月
Ｈ
日

（金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

【
会
場
】

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

【
内
容
】

高
船
者

。
在
宅
ケ
ア
等

の
看
護

相
談
、
看
護
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、

ウ

オ
ー
キ
ン
グ
教
宣
、
健
康
度

チ

ェ
ッ
ク

【
聞

い
合
わ
せ
】

硼
新
潟
県
看
護
協
会

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

６

５

ｏ
３

１

４

？

※
入
場
無
料
で
す
。

【
期
間
】

４
月
１０
日

（火
）
～
１３
日

（金
）

【聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課
施
設
管
理
係

砒
８４

。
２
６
１
１

D し

深

鉾

υ

D

ご
結
に
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

３

月

１８

日

３

月

２７

日

３

月

８

日

３

月

１２

日

３

月

１２

日

３

月

１４

日

３

月

１６

日

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

い

ぶ

き

３
月
２７
日
　

高
橋

　
豊
野

さ
ん
　
（愛
宕
＼
躍
歳
）

点検整備のため、4月
9日 (月 )

～ 26日 (木)の間運休します。

コマイフサの湯も同時休業
とな

りますのでご注意くだ
さい。

高
橋

　

主早
　
さ
ん

（中
川
）

香
織

さ
ん

南
雲

　

稔
　
さ
ん

（山
田
）
沙
也
香
さ
ん

半
澤

貝
瀬

庭
屋

上
村

高
橋

聖
生

ゆ
　
な

優
菜

歩
陸

莉
穂

初
音

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

こ
の
度
の
人
事
異
動

で
、

今
回
が
私
が
つ
く
る
最
後

の
広
報
と
な
り
ま
し
た
。

在
任
中
を
振
り
返
る
と
、

誤
字
な
ど
の
失
敗
も
多
て
あ
り

ま
し
た
ガ
、
広
報
の
発
行
ス
タ
イ
ル
の
変

更
を
実
現
で
き
た
こ
と
、
励
ま
し
の
お
便

り
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
広
報
を
読
ん
で
く
れ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
こ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（総
務
課
庶
務
係
主
任
　
高
橋
）

（楽
町
）

（長
岡
市
）

（中
子
）

（石
白
）

（田
中
、
章
弘

。
さ
や
か
さ
ん
）

全

之
町
、
克
巳

・
麻
美
さ
ん
）

（原
新
田
、
晶
浩

・
由
美
さ
ん
）

全
Ｐ
沢
、
信
男

・
員
弓
さ
ん
）

（西
中
、
一
浩

・
徳
子
さ
ん
）

・
桜
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
！

「看
護
の
日
」
記
念
事
業

修
繕
工
事
の
た
め
休
業

湯
元
共
同
浴
場

「
山
の
湯
」

ウエ□ 一>｀
｀
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ま
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